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現状のまとめ 

 「はやぶさ」のカプセルが地球帰還し、「はやぶ
さ」ミッションの経験がフルに生かせる状況に
なった。 
来年度（H23年度）に、「はやぶさ２」の予算が
認められた。 
今年度内のプロジェクト移行を目指して、いろい
ろな作業を継続している。 
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ポスター発表の一覧 
P3-040: はやぶさ２計画-探査機システム検討状況-（津田） 
P3-041: はやぶさ２ サイエンス概要（安部） 
P3-042: はやぶさ２ 衝突装置の科学目標（高木＠愛知東邦大学） 
P3-043: はやぶさ２ 着陸帰還機に搭載される観測装置（中村＠産総研） 
P3-044: はやぶさ２ミッションにおけるミネルバ２ローバの検討状況（吉光） 
P3-045: はやぶさ２着陸探査による小惑星表面の科学観測（岡田） 
P3-046: はやぶさ２衝突装置について（佐伯） 
P3-047: はやぶさ２ 小惑星近傍での画像航法誘導制御（照井） 



2003 - 2010 
2014(?)  

小惑星帯

S-type 
C-type 

D-type 

「はやぶさ」から「はやぶさ２」へ 
始原天体のプログラム的探査の構想 

より始原的な天体へ 

より高度な技術へ 

より遠くへ 
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「はやぶさ」のエンジニアリング（工学） 

3 degs 

打ち上げ 地球スイングバイ 合 

光学航法 イトカワ
接近運用 

タッチダウン 

イオンエンジン ターゲットマーカ 

サンプラー ミネルバ 
再突入カプセル 

AMICA LIDAR NIRS XRS 
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「はやぶさ」のサイエンスの成果 
Before After 
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マチルダ（Mathilde） 
ガスプラ
（Gaspra） 

イダ（Ida） 

66×48×46 km 60×25×19 km 18×11×9 km 

探査機が見た小惑星 

シュテインス
（Steins） 

直径約4.6 km 

ルテティア
（Lutetia） 

約130 km 

エロス（Eros） 
 38×15×14km  

イトカワ（Itokawa） 
0.535×0.294×0.209 km by NASA, ESA, JAXA 



Halley彗星 

14.4×7.4×7.4 km 

探査機が見た彗星 

Tempel 1彗星 

1 km程度 

Borrelly彗星 

4.0×1.58 km 

Wilt 2 彗星 

5.4×3.8×3.0 km 7.6×4.9 km 

Hartley 2彗星 

by NASA, ESA 



スケールを合わせてみると... by Planetary Society 



イトカワ 

10 



11 

「ははやぶさ２」が目指すもの 

■ 「はやぶさ」で挑戦した技術をより信頼
性の高いものにする 

■始原天体の科学を進展させる 

■新たな技術にも挑戦し、太陽系探査の可
能性を広げる 



「はやぶさ２」の意義 
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「はやぶさ２」の成功基準 
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これまでの経緯と今後のスケジュール 



「はやぶさ２」に関するこれまでの経緯 

有志で「はやぶさ」以降の小天体探査を検討 
2004年4月、JSPEC（当時・宇宙科学研究本部）の元に、「次期小天
体探査WG」が正式発足。S型、C型、 D/P型とより始原的な天体へ向
かうプログラム的探査の科学・技術の検討を継続。 
2006年初め、「はやぶさ」が予定していたやり方でのサンプル採取が
できなかったことを受けて、確実に小惑星物質を採取するために「はや
ぶさ」同型機による新たなサンプルリターンミッション「はやぶさ２」
を早急に立上げる検討が開始。探査天体として、C型小惑星である1999 
JU3を選定。 
2006年10-11月、ミッション定義、システム要求ならびにシステム定
義に関わる一連の技術審査を実施。 
2007年6月、プロジェクト準備審査が行われ、2007年8月29日、プリ
プロジェクトに移行。 
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2008年11月、H2A相乗り打ち上げや、海外の廉価なロケットの利用な
ど経費節減について検討をしつつ、従来のミッションからスコープを拡
大する検討を開始。 
2009年6-7月、スコープ変更後のはやぶさ２計画について、外部評価を
経てΔMDR審査（ミッション定義審査）でミッション要求の妥当性が
審査され、「小惑星探査機 はやぶさ２」プロジェクト準備審査（デル
タ審査）で一部のスコープ拡大に伴う変更が決定。 
2009年12月、システム要求審査（ＳＲＲ）を実施し、システム定義審
査フェーズへの移行が了承。 
2010年7月-8月、宇宙開発委員会の推進部会にて事前評価され、了承。 
2010年9月末：「元気な日本復活特別枠」で予算要求。→2010年年末
に2011年度（H23年度）予算として認められる。 
2010年12月：新規機器についてのRFPが修了 

「はやぶさ２」に関関するここれままでの経緯緯
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※今後は、H22年度内にプロジェクト移行を目指す（SDR等の審査） 

（続き） 



これまでの経緯（線表） 
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ESA



 

今後のスケジュール 
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year 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 

month 07  12 06        12    06      12 12 

 

「はやぶさ２」ミッションシナリオ 
現在検討中のプランン  
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これまでの検討状況 



LIDAR

2014

2018

2020

2019

「はやぶさ２」 の現在の提案 
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形成されたクレーターの観測とサンプリング 



「はやぶさ」と「はやぶさ２」の比較 
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地球 
海 
生命 

無機鉱物 氷 有機物がつくるミクロ
システム

鉱物 氷 有機物 
マクロシステム 

サンプル分析による科学 
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無機-氷-有機
相互作用の解明 
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始原天体のサイエンス 



探査対象天体：1999 JU3 

: 0.3178day ( 7.6 h) 

 ) (331, 20) 

 = 1.3 : 1.1 : 1.0 

 : 0.922 ± 0.048 km 

 : 0.063 ± 0.006 

H=18.82 ± 0.021, G=0.110 ± 0.007 

 : Cg 

2007 2008

(Kaasalainen ) 

1999 JU3
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(Mueller
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体制・海外協力 
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Subaru Telescope  
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JAXA 70
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海外との協力 

36 



37 

さいごに 



世界の太陽系小天体探査 
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